
令和８年度デジタル人材派遣事業業務委託に係る企画提案（プロポーザル）実施要領 
 
１ 目的 

本要領は，令和８年度デジタル人材派遣事業業務を委託する者を決定するための提案作成につ
いて必要な事項を定める。 

 
２ 委託業務の内容 

県内市町村における行政サービスや業務効率化等に係るデジタル化を推進する上での課題把
握や，現場の実務に即して技術の導入判断や助言を行うことのできる民間デジタル人材を県にお
いて確保し，市町村に派遣することにより，デジタル化推進上の課題の可視化やＢＰＲ，標準化
対応等を図り，市町村行政のデジタル化を推進することとしている。 

本業務委託は，市町村における課題の整理や技術面の助言，進捗管理など，細かなレベルで状
況を把握するために，伴走型での取組支援（人材派遣）を行うものである。 

なお，本業務に係る基本事項については，「令和８年度デジタル人材派遣事業業務委託に係る
企画提案仕様書」によるものとする。 

 
３ 事務を担当する部局の名称及び問合せ先 

鹿児島県総合政策部デジタル推進課 
〒890-8577 鹿児島市鴨池新町 10 番１号 鹿児島県行政庁舎８階 
電 話： 099-286-2388 
メールアドレス：digital@pref.kagoshima.lg.jp 

 
４ 選考方法 

企画提案（プロポーザル）方式 
 
５ 企画提案に係る参加資格 

本企画提案の提出に参加できる者は，単体企業又は共同企業体（以下「ＪＶ」という。）とし，
次に掲げる要件を全て満たすものであること。なお，単体企業はＪＶの構成員として，またＪＶ
の構成員は単体企業として参加することはできない。 
⑴ 法人であること。 
⑵ 次の各号いずれにも該当しないこと。 

ア 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当する者 
イ 鹿児島県より指名停止措置を受けている者 
ウ 鹿児島県が行う契約からの暴力団排除措置に関する要綱に規定する「暴力団排除措置の対

象となる法人等」に該当する者 
 
６ 説明会 

実施しない。 
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７ 質問書 
本要領に関して疑義があるときは，質問書（様式１）を提出し，回答を受けることができる。 

⑴ 提出先 
３に同じ。 

⑵ 提出方法 
質問書は，電子メールにより提出するものとし，提出期限まで随時受付を実施する。 

⑶ 提出期限 
令和８年３月 25 日（水）午後５時 

⑷ 回答 
提出期限までに受け付けた質問書に係る回答は，鹿児島県公式ホームページ上において令和

８年３月 30 日（月）までに公開する。 
 
８ 参加申込書の提出 
  企画提案に参加する者は，参加申込書（様式２）を提出すること。 

⑴ 提出先 
３に同じ。 

⑵ 提出方法 
参加申込書は，電子メールにより提出すること。 
※提出後は，電話によりメールの到着確認を行っていただくようお願いします。 

⑶ 提出期限 
令和８年４月３日（金）午後５時 

 
９ 企画提案書等の提出 

⑴ 提出先 
３に同じ。 

⑵ 提出方法 
企画提案書等は，電子メールにより提出すること。 

※ メール一通当たりのファイル容量が 5MB を超えないものとし，圧縮した形式でファ
イルを送付しないこと。（5MB を超える場合には別途，県が指定した方法により提出す
ること。） 

※ 提出後は，電話によりメールの到着確認を行っていただくようお願いします。 
⑶ 提出期限 

令和８年４月９日（木）午後５時 
※ 提出期限までに書類が提出されない場合，辞退したものとみなす。 

⑷ 提出書類 
ア 企画提案書 

企画提案書（様式３）に，次の内容を掲載した企画書（任意様式）を添付して提出するこ
と。 
(ｱ) 実施する事業の概要 



(ｲ) スケジュール（当該事業各項目に係るスケジュール） 
(ｳ) 提案内容（実施しようとする具体的内容） 
(ｴ) 会社等概要書（現在の事業内容，登記簿又は定款の写し） 

※ ＪＶでの提案の場合，構成企業分も提出のこと。また，協働企業体協定書（任意様式）
を提出すること。 

イ 参考見積書 
(ｱ) 各積算項目の単価並びに数量等内訳を記載すること。 
(ｲ) 事業を実施するに当たっての一切の費用を積算すること。 
(ｳ) 各項目は税抜価格とし，別途消費税額（地方消費税を含む）を併記すること。 

※ 正式な見積については，審査の結果を踏まえ，最も優れた企画を提案した応募者に改
めて依頼する。 

ウ 業務実績書（様式４） 
 ⑸ その他 

ア 企画書の提案は１社につき１案に限る。 
イ 提出された企画書は返却しないこととし，提出後の修正は認めない。 
ウ 採用された企画書の使用権は県に帰属する。  
エ 受託者決定後は，県と協議しながら事業内容を決定することとし，企画の一部を修正また

は変更する場合がある。 
 
10 提案内容 

提案内容には，仕様書に記載する業務内容に加え，本業務の目的の達成に必要な，より効果的
なアイデア等がある場合は，そのアイデア等を含めること。また，想定する業務の実施場所，従
事体制，人員配置体制等についても記載すること。 

 
11 提案限度額 

提案限度額（消費税を含む。）は次のとおりとし，この金額を超えて提案することはできない。 
提案限度額を超えて提案を行った場合は，失格とする。 
なお，この金額は，契約時の予定価格を示したものではなく，契約内容の規模を示したもので

あることに留意すること。 
限度額 18,281,000 円（税込） 

 
12 選定方法及び選定結果 

⑴ 審査・選考の方法 
企画提案の審査は，提出された企画提案書及びプレゼンテーションの内容について総合的に

評価し，特に内容が優れた者（最優秀提案者と選考された者）を本委託事業の契約相手方の候
補者とする。  

なお，審査に際しては，下記の日程で実施する企画提案のプレゼンテーションの場を設ける
こととし，応募者は提案内容について説明を行うこと。  

  ア 日時 



令和８年４月 15 日（水）予定（詳細は応募者に別途通知する。） 
イ 場所 

鹿児島県庁内会議室又はオンライン（詳細は応募者に別途通知する。） 
ウ 説明時間等 

説明は 20 分以内とする。説明終了後５分程度の質疑応答の時間を設ける。 
⑵ 選考結果 

選考結果は企画提案者全員に対し電子メールにより通知する。 
 
13 契約 

選考で最優秀提案者に決定した事業者は，提案した事業内容に基づき県と委託契約を締結する
ものとする。 
⑴ 事業内容 

原則として提案された事業内容とするが，必要に応じて県との協議により提案された企画内
容の修正・変更を行い，委託契約を締結するものとする。 

⑵ 委託金額 
事業を実施するために必要な経費とし，事業内容を修正した場合においても，11 に定める額

を上限とする。 
⑶ 委託契約に係る業務の全部を一括して第三者に委託してはならない。 

 
14 契約保証金 

委託業務に係る契約保証金は免除する。 
 
15 公平な企画提案の確保 

⑴ 企画提案者は，私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和 22 年法律第 54 号）
等に抵触する行為を行ってはならない。 

⑵ 企画提案者は，競争を制限する目的で他の企画提案者と参加意思及び提案内容について，い
かなる相談も行ってはならず，独自に企画提案書等を作成しなければならない。 

⑶ 企画提案者は，契約候補者の選定前に，他の企画提案者に対して企画提案書を意図的に開示
してはならない。 

⑷ 企画提案者が連合し，又は不穏な行動等をなす場合において，企画提案を公正に執行するこ
とができないと認められるときは，当該企画提案者を企画提案に参加させないことがある。 

 
16 その他 

⑴ 本調達の提案に要する一切の費用は，企画提案者の負担とする。 
⑵ 提出書類は，提案者に無断で使用しないが，審査作業に必要な範囲において複製を作成する

ものとする。 
⑶ 提出された提出書類は返却しない。 
⑷ 県から受領又は閲覧した資料等は，県の了解なく公表又は使用してはならない。 
⑸ 本企画提案は，令和８年度当初予算成立後，速やかに事業を開始できるようにするため，予



算成立前の準備行為として手続を行うものである。このため，予算が成立しない場合，契約手
続は行わないことがあるので留意すること。 


